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メッセージ 

近年、世の中の期待・関心は、自社のみならず、サプライチェーン上の取組みにも向けられており、「持続可能なサプライ

チェーン」の実現には、サプライチェーン上の「人権」や「環境」への取組みが一層重要になっています。また、お客様は透

明性を期待され、キリングループの製品がどこから来て、どのように作られているのか、強く関心を持たれています。お客様

は私たちのブランドに信頼を寄せ、当然、調達の領域においても、キリングループの誠実で正しい調達活動を期待されて

います。私たちはこの信頼を真摯に守る責任を負っています。これには、贈収賄や汚職の防止、利益相反、プライバシー

の保護、持続可能な調達慣行の実施、従業員やバリューチェーンに関わる人々の人権の擁護などに、誠実に取組み、

企業倫理を守ることが必要です。 

しかし、これは私たちだけでは達成できません。私たちは、原材料、パッケージ、その他の商品やサービスを提供して頂いて

いる何千ものサプライヤーの皆様のご協力によって、事業の運営が出来ています。この「キリングループ持続可能なサプラ

イヤー規範」は、人権、環境、企業倫理を含む持続可能な調達慣行に関して、キリングループが全てのサプライヤーの皆

様に期待することを明確に示しています。人権や環境など、社会からの企業への要請は変化が激しく、より厳しいレベル

が求められますが、それに対応出来るよう、この規範を定期的に更新し、お客様や地域社会などすべてのステークホル

ダーの期待に応えらえるようにしていきます。  

私たちは皆様と共に、社会に永続的なポジティブインパクトをもたらすことができると信じています。皆様の継続的なパート

ナーシップと継続的な改善へのコミットメントに感謝すると共に引き続きのご協力をお願い申し上げます。 

 

 

常務執行役員 

SCM 戦略担当 

前原 正雄  



キリングループ持続可能なサプライヤー規範 5 

キリングループ持続可能な調達方針 

キリングループでは、調達活動において「キリングループ持続可能な調達方針」を制定しており、キリングループの重要な

パートナーでありますサプライヤーの皆様にも弊社の考え方をご理解いただくと共に、取り組みにご協力いただきますようお

願いいたします。 

 

 

＜キリングループ持続可能な調達方針＞ 

 

キリングループは、自身が署名者である国連グローバルコンパクトの定める「人権」、「労働」、「環境」、「腐敗防止」分野

における一連の本質的価値観を支持し、この原則とグループ方針に準拠した５つの取り組みテーマに従って調達活動を

行い、世界的視野での持続可能性を高めると共に、企業価値を向上させ、社会への貢献を図ってまいります。 

 

1. 品質本位 

・キリングループの「品質方針」に則り、調達活動において、品質と安全を優先します。 

 

2. コンプライアンス遵守 

・キリングループの「コンプライアンスポリシー」に則り、社会規範、関連する法令およびその精神を遵守し、社会に信頼され

る良識のある活動を実施します。 

 

3. 人権尊重 

・キリングループの「人権方針」に則り、その考え方を実践し、サプライヤーと共に人権への取り組みを実施します。 

 

4. 環境保全 

・キリングループの「環境方針」に則り、環境の保護、汚染の防止に努め、地球環境に配慮した調達活動を実践します。 

 

5. サプライヤーとの共存・共栄 

・オープンでフェアな調達活動を通じてサプライヤーと長期的な信頼関係を築き、サプライヤーと共に社会課題解決に向

けて行動し、共存・共栄を図ります。 
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キリングループ 持続可能なサプライヤー規範  

はじめに 

(1) 目的 

「キリングループ持続可能なサプライヤー規範」（以下「規範」又は「当規範」という。）は、サプライヤーがキリングループと

業務を遂行するにあたって遵守すべき必要最小限の基準を定めています。当規範は、OECD 多国籍企業に関するガイ

ドライン(OECD Guidelines of Multinational Enterprises)、ビジネスと人権に関する国連指導原則（UN 

Guiding Principles on Business and Human Rights）、国際労働機関の基本条約(Core Conventions 

of the International Labor Organization【ILO】) 、国連グローバルコンパクト 10 原則(10 principles of 

United Nations Global Compact)、女性のエンパワーメント原則(Women’s Empowerment Principles 

【WEPs】)などの国際標準を尊重し、キリングループ自身の事業だけでなく、サプライチェーン上流の全ての経路が、継続

的に適合することを目指しています。 

 

(2) 関連文書 

当規範は下記方針を受け、規定されています。 

 

・キリングループコンプライアンスポリシー 

・キリングループ品質方針 

https://www.kirinholdings.co.jp/csv/safety/policies.html 

・キリングループ人権方針 

https://www.kirinholdings.co.jp/csv/human_rights/policies.html 

・アルコール関連問題に対する基本指針・行動指針 

https://www.kirinholdings.co.jp/csv/alcohol/policies.html 

・キリングループ環境方針 

・キリングループ環境ビジョン 2050 

https://www.kirinholdings.co.jp/csv/env/policies/vision.html  

・キリングループ贈収賄防止ガイドライン 

https://www.kirinholdings.co.jp/irinfo/governance/pdf/compliance_guideline2.pdf 

・キリングループ持続可能な調達方針 

 

(3) 範囲 

キリングループと取引のあるサプライヤーは、当規範の基準を遵守することが求められます。ここでいうサプライヤーとは、そ

の親会社、子会社、関連会社をも含み、そこで働く全ての役員・従業員（正社員、契約社員、パートタイマー、請負

会社従業員、出稼ぎ労働者を含む。）と、サプライチェーン上流のサプライヤーやその関係先（ビジネスパートナー）で

す。サプライヤーは、従業員、ビジネスパートナーも含めて当規範を遵守しているか確かめる責任があります。 

 

https://www.kirinholdings.co.jp/csv/safety/policies.html
https://www.kirinholdings.co.jp/csv/human_rights/policies.html
https://www.kirinholdings.co.jp/csv/alcohol/policies.html
https://www.kirinholdings.co.jp/csv/env/policies/vision.html
https://www.kirinholdings.co.jp/irinfo/governance/pdf/compliance_guideline2.pdf
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(4) コンプライアンス 

キリングループは、サプライヤーが当規範に記載されている各内容と、適用される全ての法律および規律を遵守し、さらに

国際基準、業界基準を遵守することにも最善を尽くすことを期待します。加えて、キリングループは、当規範に関する遵

守状況に関して内外の監査機関による監査を行う権利を保持します。 

 

(5) 懸念の提起 

キリングループは、従業員が報復を受けることなく本規範に関わる懸念事項を経営者や外部ホットラインなどに提起・相

談し、対応を受けることができるよう、サプライヤーが適切な仕組みを整えることを期待します。 

 

(6) 継続的改善 

キリングループは、当規範に記載された基準に到達するには不断の活動が必要であると認識しており、サプライヤーの業

務の継続的改善を期待します。改善が必要な場合、確実かつ継続的に改善されるように管理方法や手順を設けること

をキリングループが支援します。 

 

(7) 適用 

当規範に対する承諾はキリングループとの全取引の前提条件となります。キリングループから求められた場合、当規範へ

の承諾書を提出しなければなりません。当規範自体、もしくは当規範を遵守することが、サプライヤーに何らかの権利を

付与するものではありません。規範にある基準は、サプライヤーとキリングループの契約もしくは法的合意事項への追加で

あって、それらにとって代わるものではありません。 
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キリングループ 持続可能なサプライヤー規範 5 つの柱 

1. 安全・安心 

(1) 品質マネジメントへの取り組み 

国際標準（例：ISO9001, FSSC22000, GMP など）の考え方などを取り入れた品質マネジメントの仕組みを構築

し、運用する。 

 

(2) 製品品質と安全性 

原材料の調達から製商品の研究・開発・製造・物流・販売後において、安全性確保を最優先として科学的データの適

正な扱いと厳正さを担保し、各国の法令などで定める安全基準およびキリングループ各社の要求基準を満たすことを保

証する。 

 

(3) 原材料の安定調達 

自社および上流のサプライチェーンを把握すると共に、サプライチェーン上のハザードおよび供給途絶リスクを把握し、対処

する。 

 

 

2. 人権 

(1) 児童労働（若年労働含む） 

国内法が例外を認めていない限り、ILO 第 138 号条約および第 182 号条約に則り、最低就業年齢（15 歳、一部

途上国では 14 歳）に満たない児童対象者を雇用せず、また、18 歳以下の児童については肉体的、精神的発達を

損なうような就労をさせない。 

 

(2) 強制労働 

ILO 第 29 号条約および第 105 号条約に則り、全ての従業員をその自由意思の合意のもと、文書化された雇用条件

に基づいて雇用すると共に賃金の留保および不払いを行わず、従業員に強制労働、債務労働、囚人的労働を行わせ

ない。労働者には自由に離職する権利があり、彼らが適切な通知を行えば雇用を終了させることができなければならな

い。また、雇用条件として、従業員にパスポートなどの法令で認められた身分証の預託を要求せず、雇用獲得に関連し

た料金の支払いを要請しない。 

事業を運営している国外からの労働力を雇う場合、就労 VISA を取得していることを確認し、国内の労働者と同様の

権利を確保する。 

 

(3) 結社の自由および団体交渉権 

各国の労働法規（ない場合は ILO の定め）に従い、結社の自由と団体交渉権を尊重する。また、組合員およびその

代表者に対する報復や脅迫、差別を行わない。現地法で結社や団体交渉が認められていない場合は、雇用者は同等

の活動を可能とする評議会などをファシリテートする。 
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(4) 公平かつ平等な待遇 

ILO 第 111 号条約に則り、求人・雇用面で、人種、民族、国籍、社会的身分、門地、性別、障害の有無、健康状

態、思想・信条、性的指向・性自認および職種や雇用形態の違いなどに基づくあらゆる差別を行わず、機会均等と処

遇における公平の実現に努め、尊厳と尊敬をもって従業員を扱う。 

 

(5) 人道的な扱い・ハラスメント 

従業員の人権を尊重し、セクシャルハラスメント、パワーハラスメントなど各種ハラスメント（嫌がらせ）、虐待、体罰をは

じめとする過酷で非人道的な扱いを禁止する。 

 

(6) 労働時間および休日 

従業員が、関連する法令および業界標準に基づいて就業を行うことや、休憩・休暇・休日を取得することを保証する。

該当する労働関係法がない場合、週 60 時間を超える労働を要求してはならず、勤務日が 6 日続いたら、少なくとも１

日の休日を与える。また、法令に基づく時間外労働であっても必ず本人の同意のもとで行われるべきであり、割り増し賃

金を支払う。 

 

(7) 賃金と手当 

各国の法定最低基準に合致あるいは上回る賃金を確保する。また、超過勤務手当や法定給付を含むその他の手当を

支払い、労働法規などに違反する賃金減額を行わない。 

 

(8) 地域コミュニティに対する責任 

事業の影響を受ける先住民族を含む地域社会に対して、責任を果たしていくことに努める。 

特に土地、水源の利用においては、地域コミュニティに事前に十分な情報を提供し、理解を得た上で合意形成する。 

 

(9) 救済窓口の設置 

アクセスしやすく、信頼できる公正な苦情処理プロセスを通じて、従業員のために救済の権利を提供する。 

 

 

3. 安全衛生・健康 

(1) 安全な労働環境の提供 

職場の安全に対するリスクを評価し、また、適切な設計や技術・管理手段をもって安全を確保する。 

職場において人体に有害な生物や化学物質および騒音や悪臭などに接する状況を把握し、また、適切な対策を講じる。 

最低限、飲料に適した水、適切な照明、温度、換気、衛生、個人用防護具が備え付けられた備品の整った職場を提

供する。 

 

(2) 住宅状況とプライバシー尊重 

従業員に提供される住宅・寮の施設は、関連法規や条例に定められた基準に沿って建設・維持され、衛生的で安全な
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環境とプライバシーの確保が担保されるものでなければならない。 

 

(3) 防災管理 

生命・身体の安全を守るため、発生しうる災害・事故・感染症などを想定のうえ、緊急時の対応策を準備し、また、職

場内に周知徹底する。 

 

 

4. 環境 

(1) 環境許可証とレポート 

全ての必要な環境に関する認可、登録を取得・維持し、その報告ガイドラインに従い、いかなる時も遵守の状態を保つ。 

 

(2) 環境マネジメントシステムへの取り組み 

国際基準（例：ISO14001）をベースとして環境に配慮したマネジメントの仕組みを構築・文書化し運用する。 

 

(3) 持続可能な生物資源の利用 

違法な森林伐採や環境破壊につながるような農産物や森林資源などを使用・提供せず、持続可能な生物資源を利

用する。 

 

(4) 持続可能な水質資源の利用 

節水を行い、製造・生産における水使用量の削減を継続する。水に関する自然災害（洪水・高潮・集中豪雨・干ばつ

など）の発生時においても必要な用水を確保できるように努める。 

 

(5) 持続可能な容器包装資源の利用 

リサイクル材やバイオマスなどを使用した、持続可能な容器包装を利用するよう努める。 

 

(6) 気候変動への対応 

温室効果ガス削減や再生可能エネルギー活用の取組およびそれらの情報開示を、キリングループと連携して推進する。 

 

(7) 汚染防止と廃棄物削減 

水や土壌、海洋、大気などの汚染や健康被害を防止し、廃棄物、排水、排出ガスの量を最小限にするべく、適切な措

置を講じ、法規に従って適切に処理する。 

 

 

5. 誠実なビジネス 

(1) CSR 組織統治・不正行為の予防・早期発見 

全社的な CSR について、推進する体制を整備する。 
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不正行為を予防するための活動を行い、また、早期に発見し対応するための仕組みを整える。 

 

(2) 贈収賄・汚職 

政治・行政との健全かつ正常な関係を保ち、贈賄や違法な政治献金などを行わない。 

 

(3) 贈答品・接待 

キリングループを含むステークホルダーとの関係において、不適切な接待、贈答品などの利益の供与や受領を行わない。 

 

(4) 腐敗行為 

贈収賄を含め、横領、インサイダー取引、利益供与の強要、マネーロンダリング、脱税などに関与、加担する行為は行わ

ない。 

 

(5) 利益相反 

キリングループとの取引において、自らの役員・従業員とキリングループの役員・従業員との間に利益相反関係（所属組

織よりも相手方または自身個人の経済的利益を優先するおそれのある関係を指す。）があることを知った場合、サプライ

ヤーホットラインなどを通じてキリングループに通知する。なお、いずれの役員・従業員についても、取引条件の決定に関与、

または影響力を有する者に限る。 

 

(6) 公平な競争 

公平・公正・透明・自由な競争を行う。 

 

(7) 記録・情報公開 

法令などで公開を義務付けられているか否かを問わず、ステークホルダーに対して積極的に情報提供・開示を行う。 

 

(8) 情報財産の保護・知的財産の尊重 

顧客・第三者・自社従業員の個人情報を適切に管理・保護する。顧客や第三者から受領した機密情報を適切に管

理・保護する。自社の知的財産を適切に利用し、キリングループおよび他社の知的財産権を尊重し侵害しない。 
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違反報告窓口（サプライヤーホットライン） 

サプライヤーの皆様がキリングループとの調達取引において、キリングループ役員・社員などによる、法令・規則や「キリング

ループコンプライアンス・ポリシー」「キリングループ贈収賄防止ガイドライン」「キリングループ持続可能な調達方針」の遵守

事項などの違反行為（または、そのおそれがある行為）を認識した場合に情報提供ができる窓口を設置しています。 

当窓口については、調達に関わる部署からは完全に独立しており、情報提供されたサプライヤーの皆様に対して不利益

な取り扱いが行われないことを保証します。 

 

https://faq.kirin.co.jp/form/kh_12.html 

 

  

https://faq.kirin.co.jp/form/kh_12.html
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